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学校法人三幸学園 

札幌ビューティーアート専門学校 

校長 中村 淳 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 冨田 佳代 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2022年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

① 冨田 佳代 （卒業生）      

② 津田 尚子（株式会社 ソシエ・ワールド企画総務部 採用課） 

③ 綱    裕美（株式会社 札幌丸井三越 総務・経営企画部 人事担当 ＣＤＰマネージャー） 

④ 高野 和幸（株式会社 芭里絵 代表取締役） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2023 年 6 月 27 日（会場 札幌ビューティーアート専門学校 601 教室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 

 



２０２２年度 学校法人 三幸学園 札幌ビューティーアート専門学校 

 自己評価及び学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 吉田 裕美 

学校関係者評価報告責任者 ： 冨田 佳代  

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変える」

のもと、ビューティー分野の学校として「人を美しくすることで人を元気にし、日本を明るく元気にする」というビジョン

を掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、ビューティー分野として「お客様を美しくすることで感謝される、サロン・組織を活性

化できる（皆をハッピーにする）人材」を育成する人物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成

を進めている。 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

【２０２２年度目標】 

１） 退学率低減 

２） 国家試験合格率向上 

３） 就職率向上 

 

・退学率：6.8%→8.4%（1.6ポイント増） 

2021 年度より 1.6 ポイント増えてしまった主な理由は、目標喪失と休学した学生がそのまま退学に繋がってしまっ

た事が影響していると考えられる。学校としても、生徒状況を見た上で、時代に合った教育を検討していかなけれ

ばならない。 

 

・美容師免許取得率：９６．８％→９１.７％（5.1ポイント減） 

実技試験よりも筆記試験の合格者が少ないことが課題。オンライン及びオンデマンド授業を 1年間習得してきた学

年でもあった為、座学内容の理解習得に苦戦した。国家試験直前対策の期間でも十分に補う事が出来ず、 

対策の実施方法に課題があったと考えられる。 

 

・就職率：９７．４％→９８．９％（1.5ポイント増） 

特に美容部員の求人数が、コロナ前の状況に戻ってきている為、内定者数を出すことができた。生徒数も増えてき

ていることから、美容部員の求人枠を広げていく必要がある。 

 

・募集目標：３77人達成（27名増） 

募集に関しては、安定している。 

 



②  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

 

① 課題 

社会のニーズをつかめる体制を整え学校の育成人材像および将来構造を更に検討していく必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

産学連携をより増やし、業界ニーズに合わせた教育内容を盛り込み進めていく。 

教職員が業界のニーズを知る機会の場を設ける。 

 

③  特記事項 

２０２２年度はコロナ禍の緩和に伴いサロンの方より業界講話やデモンストレーションなど、業界のニーズを学べる機

会を増やしたが、２０２３年度は道外の方も含めて幅を広げていくように検討していく。 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

冨田委員（トータルビューティー科について） 

挨拶や清掃は力を入れている学校のため、出来ると思って受け入れているが、現場では出来ないという面が

あった。どこの企業様へ就職しても当たり前に全員が出来るようになって欲しい。 

接客業になると細かな部分を気にかけなければならないが、数年前の卒業生よりも最近の卒業生は気付き

が甘い。（例えば、鏡が見えるところがキレイなのか、隅々までキレイなのか・・・など） 

 

津田委員（エステティック科について） 

昨年度入社のほぼ全員が少しの体調不良で欠勤してしまう。（研修中でも休ませて欲しいと申し出がある）研

修中に 3 日以上遅刻や欠勤が続く子は、現場でも続かなく、ストレス耐性が弱くなっていると感じる。清掃面

や挨拶は、エステ業界も同じで、コロナ禍前と比べてコミュニケーションが苦手で【個】になると人見知りとなり、

【集団】になるとワイワイしてしまう。 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ３ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ４ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４ 



綱委員（トータルビューティー科について） 

コロナ禍で変わったという感覚はなく、個人的な資質の問題。 

早期就職が多いため、学生でもあり社会人でもあるという身分だが意識が学生よりになってしまっている。 

 

吉田副校長より質問 

エステ業界において男性のお客様が増えてきていることに関して 

 

津田委員（トータルビューティー科について） 

コロナ付近から男性のアイビューティー需要が高まった。コロナ前は１０％が男性だったが、２～３割が男性と

なってきた。男性は脱毛が多く、20代の男性の半分は通っているのではというほど増えている。 

メンズメイクを授業内で取り入れたという学校もあると聞いている。 

 

綱委員（トータルビューティー科について） 

百貨店は男性のお客様はギフトで来店されるが、リップクリームなどはご自身用に購入される男性は増えた。 

 

冨田委員（ヘアメイク科について） 

新郎様がメイクやシミをカバーして欲しいというご希望も増えてきた。ヒゲを剃っているけど、カバー出来るかな

どのお悩みが増えてきた。 

 

高野委員（美容科について） 

業界講話としての依頼は増えているので、前向きに検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校運営 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ３ 



① 課題 

業務効率化及び ICT 教育における生徒教材の運用においては、教職員の理解浸透及び非効率的な運用が散見

されるため、改善していく必要がある。 

教職員向けのスキルアップ講習会を行っているが、システムに慣れず苦悩している教職員も多い。 

就職システム、教科書媒体も電子化されている部分もあり、生徒の方が触れていることも多いため教員のスキルア

ップが求められる 

 

② 今後の改善方策 

業務効率化については、今一度問題の状況や原因を洗い出し、解決すべき課題の集点及び範囲を決定し、 

問題解決に繋げていく。また、小中高では ICT 化が進化し、その教育を受けてきた生徒が増える中、時代の

進化と共に情報システムにおける運用に、教職員が順応に対応できるよう引き続き教員向けのスキルアップ

講習会を行う必要があると考える。 

 

③ 特記事項 

現時点ではオンライン授業はほとんどなく、座学をオンデマンド（録画型）授業に一部切り替えて行っている状況だ

が実際の現場では一部必要となるスキルのため今後も一部は継続のまま進めている。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

津田委員（エステティック科について） 

カルテに関しては手書きのため、タブレットが利用出来れば問題ない。顧客管理や顧客情報は管理システム

を入れているが、iPadのため Excelのスキルなどは不要。 

技術のレクチャーに関しても、動画を携帯から閲覧可能のため、携帯やタブレットの方が慣れているため、パソ

コンよりも携帯やタブレットにてレクチャーしている。（3年前頃～） 

 

綱委員（トータルビューティー科について） 

ブランドにより、カルテは紙やタブレットのため特別なスキルは不要。 

e-ラーニングを実施しているため、若者から教えてもらうこともある。 

POS レジでの使用に慣れれば順応できる。 

 

冨田委員（ヘアメイク科について） 

資料を一から作成することもあり、Excel のスキルや PDF 化してお客様へお伝えすることもあるため、データ作

成のスキルは必要。インスタグラムなどの SNS 投稿についてのスキルも必要。SNS スキルがより重要。（写真

の撮り方も） 

 

高野委員（美容科について） 

動画で教育コンテンツを使用しているが、システムの仕組みを作っても、現場ではあまり使用出来ていない。

接客に関わることは使用出来ているが、現場では e ラーニングなどは活用されていないことが多い。特別なス

キルは不要だが、雇用に関わる立場になればスキルは必要である。 

 

 



（３）教育活動 

 

  

① 課題 

２０２２年度はコロナ禍の緩和もあり、施設実習も無事に行うことが可能であった。ただし、コミュニケーションをとるこ

とが苦手な生徒も増えてしまったため実習先での個人個人の動きにおいても課題は増えているように感じる。 

 

② 今後の改善方策 

実際に現場で求められるコミュニケーションや、店販への考え方、実際に現場で求められていることを実習に行く

前に導入をしてからの実習に参加をさせるという方法も検討し、貴重な実習時間をより活かせるように勧めていく 

 

③ 特記事項 

昨年度の改善課題として３つの項目について 

□教務力向上（就職活における面接試験のポイント）→全教職員の面接練習実施 

□教務力向上（わかりやすい授業を作成するためのパワーポイント、動画コンテンツの作り方） 

→マニュアル作成、クラスルームの運用 

□技術力向上（最新美容情報の勉強会）→現場の方に来ていただく 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
３ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ４ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
４ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
４ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 



④ 学校関係者評価委員会コメント 

綱委員（トータルビューティー科について） 

挨拶もよく、熱心である。体調不良になる学生もいたが、総じて売り場からの評判も良く、開始後すぐに接客、

アプローチしていた学生もいた。求人への応募者も実習経験者のため、今後も継続していきたいと思っている。 

 

高野委員（美容科について） 

採用する上での人材像を変え、組織に合うか、協調性があるか、という部分を重要視している。その分、まわ

りを意識し過ぎて積極性が欠落してしまっていることが多い。 

最近は、LINE での文面では自己 PR 出来るが、対面で自己 PR するのは弱い美容学生が多い。対面で言わ

れてしまう精神力がない子も多い。 

 

 

 

 

 

 

（４）学修成果 

 

① 課題 

美容部員を希望する生徒が多く、以前より求人数は戻ってきつつあるが、美容部員の求人枠は少ない。同時

に、ヘアメイク枠も少なく、就職に対する満足度を向上させていかなければならない。 

また、就職活動に伴う面接練習など生徒指導においては、複数担任制度がうまく運用ができた学年・学科と

の差があった。また、単位未修得の生徒と退学希望の生徒が増えた傾向にある。 

 

② 今後の改善方策 

産学連携の結びつきを深めるために新規開拓を行い、求人枠を増やしていくことで生徒満足度を高めていき

たい。また、面接指導の導入から指導方法の見直しを図り、自信を持って学年全員が就職活動に臨める体

制を整えていく。 

 

③ 特記事項 

退学率がここ数年の中で上がってしまい、今年度は業界へのあこがれを失わせないための努力と技術の差を

感じての退学を避けるために２年生から授業スタッフを募集し運営を行っている 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ３ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ４ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ４ 



④ 学校関係者評価委員会コメント 

冨田委員（ヘアメイク科について） 

マスク越しでの笑顔が作れない子が多い。お客様も緊張感がある中で、明るいトーンでない接客になってしま

うため、自らコミュニケーションを取れない課題を感じている。 

マスクでも表情がわかるというのが求められる。 

受け身ではいられないため、他業種の方ともご一緒する現場もあるため、先を読んで動ける力が必要。 

 

津田委員（エステティック科について） 

身体が健康で、素直、明るさがあれば良い。現場での教育で何とかするため、指導されたことを素直に受け

入れられる人であれば、伸びていく。チームワークで成果を出したいというマインドを持っている学生が良い。

誰かをキレイにしてあげたいという気持ちや、優しい気持ちがある子を採用したい。 

 

綱委員（トータルビューティー科について） 

お客様の層が高く、親御さん世代を接客していくため、よりコミュニケーション能力が必要。怖がらず積極的に

接客することが出来る力が必要。人との関わりを持てば持つほど不協和音が生じてしまう。 

 

吉田副校長 

心と身体を鍛えることが大事。 

 

冨田委員（ヘアメイク科について） 

今までは、お客様に迷惑をかけないように無理をさせられなかったため、学生達からしたら無理に行かなくて

も良いという感覚でいる現状。社会に出た時に、自分が行かなければならないという気持ちを持ち、コロナを経

ても何かあった時のために周りの事を考えられることが出来るように考えられるとよい。また、若者の意識が低

いことも課題である。例えば、『咳が止まらないんだよね』という会話が普通にあるが、体調管理していないとい

うことを公にしているということで、それは恥ずかしいことだということも教えてあげないといけない。 

 

吉田副校長 

目標喪失がある時に現場ではどうしているか 

 

津田委員（エステティック科について） 

トレーナーが週に１回面談している⇒目標喪失する前の予兆で止めて何とか予防している。行動変化が起こ

るため、年齢が近いメンバーが気付けるようにする。 

月に１回は店長面談もあり。エリアマネージャーも様子見ながら声を掛けている。 

 

 

 

 

 

 

 



（５）学生支援 

  

① 課題 

卒業生で、コロナにより国家試験を受験できなかった生徒への支援体制が確立されていない。また、独立支援制

度の告知が十分ではない。卒業生とのつながりが卒業生の増加に伴い全員に行き届いていない部分も可能性とし

ては感じる 

 

②  今後の改善方策 

卒業生用のライン ID を発行しているので、そちらの運用を早急に進めていく。また、独立支援制度の告知について

もライン IDの運用に伴い強化していきたい。同窓会も行うことにより卒業生と学校の関係強化を図る 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

 

 

（６）教育環境 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

保護者と適切に連携しているか ４ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

中途退学者への支援体制はあるか ４ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ２ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ４ 



①  課題 

インターンシップ、実習という経験を積むことが出来たが海外研修は実際に運営できなかった 

 

②  今後の改善方策 

受け入れていただける企業は増えたが、生徒が希望する企業をもっと拡大していく。 

受け入れが難しい企業もあるため、学内でも実習同様の機会をさらに増やしていく。 

海外研修は２０２３年度より再開予定 

 

③  特記事項 

インターンシップが今年度よりスタートし、受け入れていただける企業も増えてきている 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

（７）学生の受入れ募集 

  

① 課題 

特になし 

 

②  今後の改善方策 

特になし 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 



（８）財務 

 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第２次中期計画（2018 年度～2022 年度）の達成状況等の公開と同時に、第３次中期計画

（2023年度～2027年度）を公開する予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

➃学校関係者評価委員会コメント 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 



（９）法令等の遵守 

  

① 課題 

特になし 

 

②  今後の改善方策 

特になし 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

  

① 課題 

コロナ禍緩和に伴い、ボランティア活動もできるようになってきた 

 

②  今後の改善方策 

企業訪問の際に実施できそうか相談し、生徒に学びの機会を与えられるように動く。 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ４ 



４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

現場の皆様より頂けた具体的な提案を踏まえ、本校でも新しい取組みを積極的に行う事を検討できる良い機会と

なった。現場と教育機関との連携をより強化し、時代にあった教育を実施展開していきたい。時代の変化について

いけるよう日々情報をアップデートしていく必要があると考える。 


